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グローバルリーチ

100以上の

　国と地域で利用可能

80か国語に対応

アップロードされる動画の量は

毎分500時間以上
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2023 年 5 月時点

日本の 18 歳以上 の YouTube ユーザー

同世代人口の 66% 以上

月間ユーザー

7,120  万人以上

出典：Nielsen DCR、日本、2023 年 5 月

日本国内でのリーチ

4



YouTube の使命は、
表現する場所をあらゆる人に提供し、そ

の声を世界中に届けることです。

YouTube の掲げるミッション（使命）
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YouTube のあり方を定義する 4つの自由
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YouTube が信頼される動画サービスであり続けるために

OPENNESS RESPONSIBILITY

2 つのバランスが大切

開かれた場であること、

表現の自由

コミュニティを守る

責任
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JASRAC と新たな契約を締結

YouTube は日本の権利者とのパー
トナーシップを大切にしています

東京国際ミュージック・マー
ケット (TIMM) と連携して
世界の音楽に関する知見
を共有 

パンデミックに見舞われた 2020 年
には Fuji Rockと連携しライブスト
リーミングを配信 8
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透明性- 1

● YouTubeの透明性
○ 著作権透明性レポートを半年ごとに提供
○ YouTube における著作権保護の取り組みと、利用可能なす

べてのツールに関する情報を共有 

10（YouTube著作権透明性レポートのキャプチャ）

https://transparencyreport.google.com/youtube-copyright/intro?hl=en


透明性- 2

● 音楽パートナーやアーティストに対し、十分なデータとその管理・コントロール手段を
提供。それらを可能にするツールに対する多大な投資
○ 世界中で何千ものライセンス契約を締結しているパートナーに対し、使用状況を示すレポートを　定期的に

提供  
○ クライアント管理ソフトウェアである著作権管理ツールの構築・管理に多大な投資

→パートナーはプラットフォーム上でのコンテンツ管理・コントロールが可能に
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https://support.google.com/youtube/answer/9245819?hl=ja


透明性- 3

● 権利者が受け取るロイヤリティに関する良い理解を得るためには、レーベルや著作権
管理団体とその先のアーティストや作詞作曲家等の権利者間の透明性の実現も重要

● アーティストによるYouTube の最大限の活用のために、アーティスト向けアナリティク
スなどのツールを追加で提供
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https://support.google.com/youtube/answer/9419340?hl=ja&ref_topic=7234701&sjid=4957521963679660711-AP
https://support.google.com/youtube/answer/9419340?hl=ja&ref_topic=7234701&sjid=4957521963679660711-AP


対価の妥当性と公平性 - 1

● YouTubeが提供する対価は、有料サブスクリプションに関して、他の同種のプラット
フォーマーと同程度の料率。加えて、広告収益を分配。

● 音楽業界全体の繁栄：その成長の原動力はデジタル
○ IFPI によると、アジアは 15.4％ 増と 3 年連続で 2 桁成長を記録し、世界全体を上回る成長率 
○ 特に日本を見てみると、2 年連続の成長（5.4％ 増）を記録
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https://www.ifpi.org/wp-content/uploads/2020/03/Global_Music_Report_2023_State_of_the_Industry.pdf


● 音楽のエコシステム全体を強化するツールの構築への投資を継続

● すべての権利者（個人のクリエイターから事業会社まで）においてYouTubeの 
Copyright Management Suite 機能が利用可能

● Copyright Management Suite の 3 つの主要ツール（ウェブフォーム、コピーライト 
マッチ ツール、Content ID）でContent ID 照合技術を使用

● Content ID は権利者（レーベルや著作権管理団体など）に価値を提供
○ 音楽業界への支払額の約30パーセントは、コンテンツIDにより収益化されたUGCコンテンツ
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対価の妥当性と公平性 - 2



ウェブフォームは、ほとんどのユーザーに

とって、著作権に関する申し立てを提出する

のに最も合理的で効率的な方法

ウェブフォームは 80 か国語に対応で、誰で

も利用可能

著作権用ウェブフォーム

YouTubeにおける著作権管理について
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Content ID のマッチング技術を駆使して YouTube 
上の動画の再アップロードを発見するコピーライト 
マッチ ツールは、250 万以上のチャンネルで利用 

YouTube に参照ファイルをアップロードするのでは

なく、最初に YouTube に動画をアップロードしたク

リエイターに対して、後続のアップロード動画が表

示

その後、クリエイターは一致する動画を確認し、取り

除きたい動画の削除を申し立てること、また、アップ

ロードしたユーザーに連絡することが可能

コピーライト  マッチ  ツール

YouTubeにおける著作権管理について
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コピーライト  マッチ  ツールの仕組み

公開または非公開モードで動
画をアップロードする

コピーライト マッチ ツール ダッ
シュボードを使用して

一致を確認して分類する

一度に最大 50 本の動画を選択し、削
除リクエストを送信する

一致する動画をアーカイブする
アップロードしたユーザーに

連絡する

YouTubeにおける著作権管理について
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Content ID は、映画会社、レコードレーベル、著作権

等管理団体、サービスプロバイダーなどの最も複雑

な著作権管理ニーズがあるパートナー向けのソ

リューション

YouTube における著作権問題の 98％ 以上は、通

知して削除するプロセスではなく、Content ID を通じ

て処理

権利者は、Content ID の全申し立てのうち 90％ で
収益化することを選択し、新たな収益源を多数獲得。

Content ID  

YouTubeにおける著作権管理について
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Content ID の仕組み

視聴者YouTubeコンテンツ所有者

フィンガープリントの生
成

参照ファイル

メタデータ、ポリシー

Content ID データベース 視聴者が動画をアップロード

フィンガープリン
トの生成

著作物の照合
とポリシー
の実行

創作物をアップロード

視聴者がアップロードし
た動画のブロック、追跡、

収益化

YouTubeにおける著作権管理について
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YouTube の著作権透明性レポートでは、著作権への対応をツールごとに、また無効な

リクエスト、不正使用、不適切な申し立てなどを内訳ごとに開示

1. 2022 年下半期の Content ID の申し立ては 8 億 2,600 万件を上回り、そのうち異

議申し立てに発展したのは 0.5％ 未満

2. Content ID に関する異議申し立ての 60％ 以上が、申立人が自発的に申し立てを

取り下げたか、異議申し立てに対して期限内に応答しなかったため、アップロードし

たユーザーに有利な形で解決

3. 2022 年下半期には、権利者は Content ID の全申し立てのうち 90％ 以上につい

て収益化することを選択

YouTube 著作権透明性レポート 下半期
https://storage.googleapis.com/transparencyreport/report-downl
oads/pdf-report-22_2022-7-1_2022-12-31_en_v1.pdf 20

Content ID の効果

https://storage.googleapis.com/transparencyreport/report-downloads/pdf-report-22_2022-7-1_2022-12-31_en_v1.pdf
https://storage.googleapis.com/transparencyreport/report-downloads/pdf-report-22_2022-7-1_2022-12-31_en_v1.pdf


● 権利者が適正な報酬を受け取ることができるように努めている
○ すべての主要なレーベルや著作権管理団体などとライセンス契約を締結し、音楽作品の使用を管理し、

YouTubeでより多くのユーザーへのリーチと収益をあげられるよう協力
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対価の妥当性と公平性 - 3



● 責任あるデジタルプラットフォームサービス事業者として
○ パートナーから提供された所有権データを活用して権利者の利益を保護し、このデータに基づいてロイヤリ

ティを支払い
○ YouTubeで作品を管理・コントロールするためのツールを、パートナーに提供
○ ユーザーの利益になるようにコンテンツのライセンスを長きに渡って確保し、著作権者、YouTubeのクリエイ

ターコミュニティおよび視聴者の利益のバランスを追求

適切な競争関係  - 1
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● 透明性が問題解決に向けての１つの鍵となるのではないか

● 権利者が受け取るロイヤリティに関する良い理解を得るためには、レーベルや著作権
管理団体とその先のアーティストや作詞作曲家等の権利者間の透明性の実現も重要
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適切な競争関係  - 2
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